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適応時の状況
� それまで自分達で開発していた製品を、OEMとして社外で開発するよう

になった。

� しかし、受入れ検査で何度も問題が発生してしまい、製品出荷できない
状況が続いた。

� 正常ケースは動作するが、異常ケースで問題が発生する。

� 不具合を修正しても、何度も同様の問題が発生する。

� 担当者が変わると、作業が振り出しに戻ってしまう。

� 海外メーカの場合、問題の共通認識が困難である。

� 簡単な仕様変更でも、問題が発生してしまう。

目的
上記問題を解決する為に、開発時に作成していた状態遷移表を受入れ

検査に使用する。

１１. . はじめにはじめに
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２．要求仕様の状態遷移表適応（１）２．要求仕様の状態遷移表適応（１）

問題問題問題問題がががが発生発生発生発生したしたしたした理由理由理由理由
•品質レベルの認識を一致できていなかった。
•試験シナリオはあるが、試験シナリオの背景を共有できていなかった。
•想定外の操作での問題が多発している。

製品の振舞について、認識を一致させる必要がある。

要求仕様要求仕様要求仕様要求仕様をををを状態遷移表状態遷移表状態遷移表状態遷移表ででででモデルモデルモデルモデル化化化化することによりすることによりすることによりすることにより、、、、

要求仕様要求仕様要求仕様要求仕様のののの認識認識認識認識をををを一致一致一致一致させるさせるさせるさせる。。。。

状態遷移表をもとに、試験シナリオを作成する。
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要求仕様書
○○システム仕様書
■要求項目
１．HOSTからの送信要求
・ドライバにデータ送信を行う
・タイマを起動する
２．送信完了時
・HOSTに正常完了を通知する
・タイマを停止する
３．タイムアウト時
・HOSTに送信異常を通知する
・タイマを停止する

状態遷移表

送信要求

E

S 待機 送信中

0 1
1

データ送信
0 BUSY返信

送信完了 1
0

送信正常

タイムアウト 2
0

送信異常

状態遷移表状態遷移表状態遷移表状態遷移表によりによりによりにより、、、、要求仕様要求仕様要求仕様要求仕様のののの認識認識認識認識をををを一致一致一致一致させるさせるさせるさせる！！！！

テストシナリオ

送信要求

E

S 待機 送信中

0 1

1
データ送信

0 BUSY返信

送信完了 1
0

送信正常

タイムアウト 2
0

送信異常

①

② ③

④

初期状態：待機
入力イベント：
送信完了 ⇒
送信要求 ⇒
送信要求 ⇒
タイムアウト
終了状態：待機
確認事項：
送信異常を返すこと

テストドキュメント
○○システムテスト結果報告書
１．試験内容
・試験手順
①送信完了を発行する
②送信要求を発行する
③送信要求を発行する
④タイムアウトさせる
・確認内容
送信異常を通知すること

２．試験結果
送信異常を通知した

２．要求仕様の状態遷移表適応（２）２．要求仕様の状態遷移表適応（２）
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３．仕様表現方法の種類とその特徴（１）３．仕様表現方法の種類とその特徴（１）

開発するタスクは、
ホストから送信要求があると
ドライバにデータを送信し、
ドライバから送信終了を得ると
ホストに正常完了を返す。

ドライバにデータを送信し、
ドライバからの送信完了を得る
前にタイムアウトがあると、
ホストに異常完了を返す。

自然言語では、自然言語では、
読む人によって認識が読む人によって認識が

異なる。異なる。

■自然言語による要求仕様
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Normal Sequence Abnormal Sequence

TaskDriver Host

送信要求

データ送信

送信完了

正常完了

TaskDriver Host

送信要求

データ送信

タイムアウト

異常完了

Timer

全てのシナリオを、シーケンスで表すのは大変である。全てのシナリオを、シーケンスで表すのは大変である。

■メッセージシーケンス

３．仕様表現方法の種類とその特徴（２）３．仕様表現方法の種類とその特徴（２）
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ホストからの送信要求
/ドライバにデータを送信する

ドライバからの送信完了
/ホストに正常完了を返す

タイマからのタイムアウト
/ホストに異常完了を返す

送信中初期

システムの振舞が分かりやすいシステムの振舞が分かりやすい

■状態遷移図

３．仕様表現方法の種類とその特徴（３）３．仕様表現方法の種類とその特徴（３）
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送信中初期
S

21E

ドライバにデータ送信する
=>送信中1ホストからの送信要求

ホストに正常完了を返す
=>初期

2ドライバからの送信完了

ホストに異常完了を返す
=>初期

タイマからのタイムアウト 3

モレ・ヌケが見つかりやすい。モレ・ヌケが見つかりやすい。

■状態遷移図を状態遷移表に変換する

３．仕様表現方法の種類とその特徴（４）３．仕様表現方法の種類とその特徴（４）
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状態遷移表を用いることで、状態遷移表を用いることで、
モレ・ヌケのないモデルができるモレ・ヌケのないモデルができる

送信中初期
S

21E

ホストにビジーを返す
ドライバにデータ送信する
=>送信中1ホストからの送信要求

ホストに正常完了を返す
=>初期

2ドライバからの送信完了

ホストに異常完了を返す
=>初期

タイマからのタイムアウト 3

■状態遷移図を状態遷移表に変換する

不可不可不可不可

無視無視無視無視

３．仕様表現方法の種類とその特徴（５）３．仕様表現方法の種類とその特徴（５）
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４．４．状態遷移表の状態遷移表のメリットメリット//デメリットデメリット

■メリット
・モレ・ヌケを防止できる

・仕様の不備を見つけやすい

・異常処理や例外ケースを
容易に記述できる

・仕様変更によるドキュメント
の変更が容易である

■メリット
・モレ・ヌケを防止できる

・仕様の不備を見つけやすい

・異常処理や例外ケースを
容易に記述できる

・仕様変更によるドキュメント
の変更が容易である

■デメリット
・概要を把握するのが難しい

・直ぐに表が大きくなる

・アクションが細かくなりやすい

■デメリット
・概要を把握するのが難しい

・直ぐに表が大きくなる

・アクションが細かくなりやすい
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５．状態遷移表をベースにしたテスト方法５．状態遷移表をベースにしたテスト方法

■ステートを網羅した試験

全てのステートを通るシナリオをテストする。

⇒テストシナリオは少ないが、テストを実施しても問題を無くせ

なかった。

簡易的な試験を行う際に使用した。

■アクションを網羅した試験

全てのアクションを通るシナリオをテストする。

⇒妥当なテストシナリオで、一定の品質を保つことができた。

■シナリオを網羅した試験

状態遷移表から導き出される全てのシナリオをテストする。

⇒テストシナリオが膨大になった為に、テストを実施できなかった。
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６．適応結果６．適応結果

・要求仕様についての認識を一致できた。

・不具合への検討が容易になった。

・不具合の修正がはやくなった。

・同様の不具合も発生しなくなった。

・要求仕様についての認識を一致できた。

・不具合への検討が容易になった。

・不具合の修正がはやくなった。

・同様の不具合も発生しなくなった。

無事に製品を出荷できた。無事に製品を出荷できた。
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７．今後の課題７．今後の課題

個人依存
� 状態遷移表から導き出すテストシナリオについて、個人依存になってしま

い、製品の品質を統一できなかった。

� その為には、状態遷移表をベースにした効率的な試験シナリオを導き出
す手法が必要になってくる。

時間
� 時間が原因で発生する問題について対策できなかった。

� 振舞だけでなく、時間を考慮したモデルが必要になってくる。

自動テスト
� 自動テストを行う際にも、テストスクリプトを作成するのに時間がかかって

しまった。

� 状態遷移表からテストスクリプトを自動的に作成するツールが必要になっ
てくる。
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